今月の樹「ヒマラヤスギ」

ようやく残暑も去り涼風が心地よい季節、公園や植物園などでやや灰色を帯びた濃緑色の円錐形の樹形で、ほぼ水平に伸びた枝にまるでクリスマスなどの電飾を施したように淡緑色の円柱状花穂をつけた樹が目に留まります。ヒマラヤスギです。名の通り原産地はヒマラヤ西部～アフガニスタンで、日本には欧州を経由し明治初期に渡来したと伝えられています。和名の由来については「牧野 新日本植物圖鑑」には、「葉の形がスギの葉に似ているから」とあります。
しかし、この樹の葉はスギよりマツに似ていると感じられるでしょう。葉のつきかたはカラマツに似ており、一本一本の葉は確かに針状のマツの葉そのものと見えます。
ではなぜ、和名が「ヒマラヤマツ」ではなく「スギ」となってしまったのでしょうか？この理由についてはあまり知られていませんが、私がアイルランド国籍の庭師から聞いた話は以下の通りです。この樹は、明治の初期に横浜の英国租界の庭園に植えられたのが始まりで、この樹の名を聞いたところ英名の「Himalayan　-cedar」と教えられ、当時シーダーは「スギ」と訳したことから英名の直訳から和名が「ヒマラヤスギ」となってしまったと言うことです。ただし、Cederをスギと訳したのは誤訳でラテン語の「Cedrus」（マツの仲間）を指す語です。
　ヒマラヤスギ（マツ科ヒマラヤスギ属）は、常緑高木で日本では高さ　２５ｍ、直径１ｍほどになりますが、原産地では高さ５０ｍに達するものもあるとのことです。成長が早く、円錐形の樹形をつくり、長枝と短枝があり、長枝の先は垂れ下がります。葉は長さ４ｃｍほどで銀緑色の針状で長枝には螺旋状に、短枝には２０～５０本が束生します。
　花は雌雄同株、雌雄異花で花期は10～11月。雌花も雄花も短枝につき、雄花は長さは約3cm、初めは淡緑色、後に熟すと茶色くキツネの尾のようになり、花の後は大量に樹下に落ち目立ちます。雌花も短枝につきますが、高いところにつき、しかも５ｍｍ程度と小さい為になかなか
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見ることが出来ません。冬期に入り受粉後の紫
色を帯びた円錐状の幼果で存在を気付く程度で
す。よく、ヒマラヤスギは雌雄異株ではないかと聞かれますが、雄花は若い樹にもつくが、雌花はある程度成熟した樹でないと着かないことから生じた誤解のようです。

　球果は８～１３ｃｍの卵形で、先はやや尖ります。受粉後、翌年の晩秋に熟します。鱗片は扇形、成熟すると軸からはずれ、種子と共に落下します。種子はくさび状卵形で15mmほど、膜質の大きな翼をもちます。
ヒマラヤスギは園芸植物として広く利用され、世界中の公園や大きな庭園に植樹されています。生育するのは最低気温がー１２℃より温暖な地域とされ、西ヨーロッパ（スコットランドが北限）、地中海と黒海沿岸、中国中南部、北米（バンクーバーが北限）などの各地に広く植栽されています。材は、耐久力が強くて芳香があり、原産地では建築、土木、船、用材、器具などに利用されています。芳香成分は香料（精油）として用いられます。精油は防虫のために馬や牛、の足に塗布されるとのこと。また、カビを防ぐ効果も期待されています。
この精油の成分のためか、ヒマラヤスギの下には草木などが殆ど生えないのでいわゆるアレロパシーをもつ樹であるとの説もあります。あるいは、他の針葉樹に比べると、葉が密に出て地上への透過光が少なく、樹陰が暗いので他の植物が育ち難いからなのかも知れませんね。
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